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岩石発磁の研究(第 3 報)

爆発による周体内歪波の伝搭並に衝寝被壊に関する研究・

〈閉和 JI 年 12JJ611 受Z叫

旭化成エ濡〈削砥陶工倍大川K!l' i 三平山 jE 夫

繍本大学工学f'$ 1百 m ~~官

要旨

岩石惚訟の蕩磁災融 k して，セメプト~~.ルでー次ii:， =次元，三次疋の大型プ" ，クを作 a揮

し，その打込みの際.lIt奴抵銑総益計を '1歓個所 iこ湖没して，内部 iζ 伝ねる益法令陰極線すヲシ切実

ヨ プ上 iこ均巾Hill!せしめて竿実梅彰し，これらの ill ，定給探より !U!ij 虫ど賓の."i>考策した.この

結果令次の内'6二分けて記速したー

l 防雪

2 供抗体

3. ~恨の商定法

4 ゲージの高1.\1i!li.i団組生に関ナる増僚

s.j宣!!iの伝俗説 iニ考務

6.W錐磁腹自慢構の考察

弘治石爆磁計算のー例

•. III 揺

輯曾

同体内の鰻訟による認の u;信とそleiこよる畝械は卵

胞3律上吉、関宿であり，惚侠工学や地震震ま等 lζおけ

る温裂な2基礎をな4 むのでありながら現象が程度稽なた

め来"に不磁の点が多 L 、.

録返 Rineh3rt 等I) t:錘位虫悌題与の小野噛附こ

対して燦ヨ誌による放浪拠駒を符っているが，三次先の

問題に対して穏情的な給油'i'fij.匂には rむS也、ものであ

って，熔援をJn l'てflおその他の陰性物体を放 ..ずる

鍵厳 Z同!'reL e役立つような溢聞を決戦は想通抑ニも興

彫凶切こも朱'"不充分であり，株。 L 伝慢する内部応力

1値段宵躍して依J:慣構~.~策した哩磁気跡主殆んど

ない均-

r柿事{主主として鉱山口，ける錯石の爆世ff;tIl! l二闘

十る着後窃究として，怨il1訓il(の焼石内 Eこおける軍

習の形と伝濯，減衰及び白血面白ニおける反針 1:' 理的て

寺の磁'"と国 ill づ f るために，録後紋担体としてセ〆

Y トモル日のポ哩プ."金製作して天然の務省に

おける不在 tのクミ院による膨符を遮れその打込みの

陣.世って抵抗線認計を内部 ιm 没し，内部:二伝わる溢

j'，2 J.r: 鈴鹿織 cr ，，:Y胃スョープ上に m巾Hi，毘せしめて写

真hi 二之日団出来るようにし，それらの混胆鈴祭

より re S!敵機の慢栂~.考療した.

な(;， ，与え噛袋促の関係で蕊 3同位低は俸調車 i血軍

の抱聞は溜けた.この部分山主副首ニよる窓ま端的効。

見られるヵ，雇主権の及ゅ能回令...るとか，敵機の企

lit より紋検視停電を老政ぜん之寸る場合は，この指田 t主

余り:;!!の固まないし，また， ζの館四時価S!!支の形

成主れ飽性盈盟l!llらあって雪量Ilとの照合カ咽躍であ

るので，その外側の部分の澗定に止めて，その内11\'主

外側の結果から推定寸る事。こした.

2 世世体

2·' 形状

実量生 F若鍵合引三符うため，一次元，二次元，三説先

の形状として次の寸法のものを作却した。これらの寸

訟は守備拠厳によ ηl~'" 吋』拙の総長及び司.~.ル

抱符上の考慮噂より決定した.

り一次Jf;総長角修 IOx\OX 唱曲 (em). (長引主

この他， 3m ， 2m, 1m のものむ作ったJ

2) =次元

a. .q': ;L 舷 10><2 ∞φ(em)

b. '"向仮 10x2 由"叩 (em)

3) 三次元

a 円li3 2∞。叫叩 (em)

-ζ n報交 ;ι .t:.: t首n た釣組処の忽令上 2聞に分 aまする〈組織布〉
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b 角窃ニ

c:. iIl 1j 体:J:.

V鰻滋碕宜 m

2・2 供担体.o R作

ニのよう松露礎実盈では 10: 試体;玄関芯る '~:1 形状。 s

Eし<.組織 bヱトで.その慢援会性皮が明らかにさ

れるようなものであるニとか豆ましい ニのような怠

に留望まして次のよう二銀伸した.

，.，・ 1~ 所

勉化成延隠ヱ腸雷管 III の三万土!lI 1二関まれた悶火議

鎚造工 2認の震調惨でョ νn 一争床比率泡のまま E患っ

ている場所i'俊 mした.海賊の砂地のよに鑓置された

もので，床はヲプ n ート 3寸，床 τ':;1 寮右が 3寸と

ある.

2・2・2 宅1I- 9 11-1)li!合'!li仔'"&ぴ銀生

燭敵失It l時の供 E母体の申強度申飽織の均一位

〈駆傍紛の火ささ〉申水*轄による内l'lJl度のよ鰐等

tニ考慮し，予冊勾験の絡~~!の要舗により侠担体i'作

領した.

(I)示方箆合

;o.， y プ .s_ ー{向お m

水ーセメ y ト tt 11 ぅ0・・~"

"'庸寝台，プト 日~k M:

111~ m位度 E > T.?~池g

浜診毘位農ニニ8: ;;i~./Ikg

C傭轡) 111砂令混用したの:主侠試体の強度i'1>る

経度上舛せしめるためであり. 3mm 固で筒分

した.

〈り施行

lI'1枠その他野加率省IHるが，三次元供I<~に:.::> y

タ，ート床ょに;a:銭訪T込み-次元. -IX元;主治萄よ

り少し上位水平.二!t'した際伎の上に作った.

8才II!りの，"1.1 .，.サーをJfh' ， m況の問介比i二

府民したホ セ.) y l' 骨針令袋入混線りした. I音符

"則和 :!C 与 3. 叶 8 ，えぴ "8 に待ったが周回共・ 3廷

で，砂の 2礎調六の受 {to 事に‘本有利であった. (写真 1 )

(3) 餐生

打込み後.;ZでヨE、ー受塁手羽より拘"・C の勢声水i'

f担Ii 6ton~...ヲ で傍らせ，怨君主実質匂 Zで的初日

間隻生した.

，.，・ 3 ~II-タ~"復ll'-

...,J<- ，，，レ打五ムc)芝汚中， 高:: :c:m §.f~ζ後貨店

腎令採寂し，よ1c参宇田永の水沼市で提~;，.. at量!8 )l

〈舗前〉。こよる強度1t-{I::~濁廷した 澗"項目z主次の

ものであり， I古罫~.1屈し田町二示'た.
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題後実践時の a柑揖島主疲れ次のようで I> る

(叩岡山
引袋強度保Jl ，εk g.c: m'

'"ァ .，"J y比，討

量調性係数 3・ 2x I~ kg; c: m・

f け医鎗暫定

lISA IIC｣'(l~)のョ y ;， ，ートのJEll揖度世

験君主。ニょった.

(幻引盟後皮

jIS1113(1~1) の ::>y :t， ー干の 01 袈強さ係盈の

濁宮部三ょった.替園建1!; 1':' の事国強さ傍且と殆ん

と同じI«で I> る・'.

(3 > 勘替相除係数

附阪の~，...~.......ョ νタ，ート等の劃圃f室係鎗洞匝f

a去によったり.

い〉 静到自室係I'<

M3rtcn'sExtenso lJl eter 及び電気絞銑級銀計によ

制

五刈鰐曳 1 ・ゐ U~."‘."
.・‘，・ IU··_t_l
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24 .:1:;J罷火..白色合" 賞l 18~ ~ 1 恐

IJl令L >)) ⑪f'

園 3 '"歳。淘定問吟

,....\ 測定旧ゲー"，銀総 II•
.、三 ，<.ーゲジ，慌従 II

j 附包量得fltl~

11 険極"*ヲシロスヨ』 γ

国 3の凶 Z告で測定都の諸民こより淘定問 y- ;;に鋒筑

変化を生ずれば I F;~ lζ <l l~'g なる変化を生じるから，

その IIId ‘， ~{t~ 適当 iこ泊 Ih して険極厳司， .，シ四夫骨ー

プで匁英雄臨して <tF:~ ~求め，次の( 1)式より訟

の大きさをl1"./l1 する.

り褒寝室した.

C')ポアプソ ν比

電無縁抗樹由同円間業担体の2閥iこ鮎って震胆し

たものは杭 0.28 であったが，供活体中央iζ組込んだ

m«.抵銑俗説針で湖沼したものI主的 C.24 であった.

ニれは謡計の商.ニ直角の圧力を空け t..:.ta合金安ね寸の

で，京女におL 由主 V曲。討をJfh'f:.o

2·2·~ 袋ヲ腿<l

三次Jじの供沢体1.i~1'-' ~ /'-'打込みの際，吋のま"

管〈外径 6lmm】金入れて，これを引銀γて作った.

二次広の供拭体で Ii'事交1こ 114吋のず実智〈内箆

2"!mm】 'e趨込んでそのまま使用した.これ1:'*策窓

ιよる磁決爽般の11111こ符う府褒鼠での実殴の療に被孫

孔が磁機寸るの..避けるためである.使鶏礼の位慨は

~IS 線放mの諮問体以舛iふそれぞれの中心部が臨む

になるようにした.

3 歪速の剖宜法

'·1 棚定凶路

ニれにゲ回ジ 77 クタ

J，~( d1/, 'I f("'},'I~I .. I 川1- ，· I 争入似ると
\ H~ I 、)， /

dL N,,+R dB"
= L一一ーーニニ~... ......e1 >
L R~·R IｷK

著者等の焚畿に 2“、て 11 ， E'1 の変化..有効に叡凶

ナため'"ぴ温度税慣のため，').~ 1]'-:~l 孟 s と間ー繍

~加もの令供 2実体ゅの 81 y- ると世セる・!;j'間後の

条件 l乙して使用した. ぬグーどに就ては後.it-，る.

('・ 7・，)

3・2 電匂袋銑緩歪 lt' l

ゲージは可及的小型令 nh' ， <in興遮ロヱJ! C傍〕の

~ーパーゲジ 8-21 を主と L てmぃー混u: 8-11

をも併用した。』れらのゲ-;;のお足は次の iii りであ

る.

lS21 ゲー…ト巾 2mm 糊
1:::00 , 'T-'J ・ "7 TJ 1宮- 2.06

S- l1ゲージ袋店 mm ，ゲ '鋪~.!l mm. 鑑貌

1200 ，ゲーゴ・ 77 クタ 2.1';

:!'t!\'，等の泌をした麗砲の誕滋の透度口約九 α::O m， 5.

波長:lOc m j::)J:であったから，ーの寸訟のゲージで

充分であろう.

ゲージの祭溜，"JI込みに at てIi 後，;:する:'乃

，.，前健治巾船

予備笑肢の鈷扱より田‘ i二示.，.，司的認を. .省担理作

し， I~I 安政特性 l主 ICKC f，l;箆まで'"包になるよう考慮

した.剥 IIlJ は銭高初 db 'I，必定であった.

聞 3 の厄路よ η

_ RｷR
同一 R~+R

F: ・1/・11， "11,
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ι

\'l窃完畿のま売完 (~3 ・〉 お

:.~ I'J.合川巾度

濁定j暗w-~の謹による!It'J喧箆1lftl 史羽町曾巾a>

で嶋市され. jijこ瞳極織す シ..宮ープ内翼の埼巾

髭でJ1!'泊される.使mした忽区の特怯:.1;£.，しも関一

喝ないので.ヨ是々の組合せの縁台骨位iHV"る『資債

で使mした.<ヒ守酔炎々の照滋密特出3開， ，ζ;R-tよ

'なものであった.

TypeD を使m寸る守とにしたg このもので注怠溜〈

妥趨し，その上にこの凶臓を鐙指すればアラルダイト

のみ εるI""胆であるが，定aこS護者援化Ii.四水幾シ

'0 ュ·Sl!旨{者官主DowCher叫白i 白，の DC:!l出

が手近白ニあったのでーれ令使燭し t.:) を盆諾すれば ι

-3:J1 R水中 iこ飲置してら，九四 ~10 J: l上の樹氷，ft!

忽盤を保つニとが lil t<:た. (∞に近いものもかなりあ

った〉

，，~吋

h， /~4 It..· ・・(-， I l'f1 包

iii) :":0. 1-13 濁定撞~fO:合唱 rllt 争健

'I- t" 鎗

Jt~m 'l"- 之の増rfJS I.ごの，- 餓:1. 有連防周

辺R:iQlR:':r:i! ι-"'iii. _.7:mm 竺る 18)~刻 t 、，

'I- .'(1の長さ，.inti ~2m にー定た

，.。喰誕練中ヲシ<>;0<.:0_プ友 ·'ltt禍9珂r.r:f‘

3奇想史

除!liS吋， ，シ圏実冒ープ，\ 1使Z翻 !~:mm ST 型

I, :'1 BJt!(，台.ナシ a ナル震 CT-2-1:!<Jti'.l 2 台，

合計 8 合'i'貫主製 ST- 1I 21 A 盟同期尚 9間関骸繋 II

31;-( 像作 1 た.

樽定 m隈r. 1~ 鍵間場 k土E目'i' ifi てた主袋内に守主ま 2

の匂~ ~.，干した.

・， ¥四ジの~iIl及::3.込九

"7-1 r.良債沼

本実践で最も :ft!i.' ffl ドた点の一つ: ~".ージのお穴絶

縁盤の!I努なる後指駕の速決で"った."-;;::::'"ル

，ル作製町広場設し，J!後.散水食生'-‘ __J ;o JH:定

けるし， ID<，豆次 λ伊担体。担金泳型のものでは.

eル，~打込み後お時間窓度まで品，j(本書慢。二よる温

昆L昇おかなりある-と仲""岳で品目・ C 符度こな

るH伝子陶健鈴で実測してあるから，省令予備!11 ftの

怠S司馬， 実 f'" CibatI旭町q) AraldileCaslingRes:n ,

千九
去

ヤ'fJV..1河ト

こ立土昨Y

x9Ccn

写J{ 3Ij~ i}，:Jt:.二次正の i用て体ニ，写~ 41j~ 1k

χのそれに栂込ん"ものである 1 なhZ 坦込みゲー '.J

iエ，炎々智英の Bのよう仁 16mc 由の金網【長JIl引

鉄鶴〉で z ーん γ し，金書号 k趨込ムゲーどの間 1"IJ JtII

設時に壱 1'"，/l "'~J ミ <l1 w， ー九で自民日休との圏諸 φ格

ならしめた.

シール下令指 L 九附句'汗俗実t"，の銘札建命の鰻

受持。=充生寸る .I rX (荘、のためt- ，将一環制lて返

いゲーずの語習'・防2野されるニ&が"ゐのそ認め. '"

-，レド寸れ !Z 削1.1::..t1i~1"l!" ;1" れることを碕耳した

からであゐ.な三叉-次，ぃ三次ぇ;の供究体で:>・

ルタル打込みの陪，出現のIe園舎円筒形。会第でシー

ルドしてノ 1;<' :L> ~:1 るミラ i二した.写爽副主 ~1S 鶴

屋JIliIfJj体のゲー温込ム晩、''i'示した，， ~;l~ζψ

国 6 l喧込み削ザ ジ

仁室生〉 この現象.二段てもよB:: l増強0\0骨った.備えばオ

中 1m Iこ埋設した析銅，.，ナ守 4 トIl':!j:tが緩~

ア歩ル Fイ子で γ-;; r，縫漕守る Jヒ ~n.. 岡倉の混

宅乏を除、た後，銀内の温度に 2偉そ1f1l "!島還後の優位。 a

定温乾機雷"'で使用書。よる温度定飼で符うな均，ヂ

シ.-.中で符う川よ r.

3·7·2 湿込み nl¥ ーゾの帽寝及び~-......1'

供3実体と尚一姐成のをル， ......'J ，片0\0伶哩して限"こ

ii ミ r 佃<lAO角をな十 2高I: '1-!-'IL.- γ ，.........ィーで貼

η ，更にグ四 Vの修司 H寸分ならしめると k るt::， ζ

のそんタル小片が供'"体と E密に悶苦ずるよう国の多

<~ルタル小片でサンド f ヲチ状にした.

、.，句、，
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26 ヱー農水翁箇会箆悠 18~ 省官 ,.,

る.

向に数個所組込んに.

e) 姐闘の位."縮長角障は翁盃貼り付サ.平丸III

-平角釦~l!唱でその益蕩乳の夜径は羽田国{山明

のず.\1埋込みのまま).魚寝・円宿直方体で.1 そ

の直]f!;.:' 6:>mm 叡II， !理さ・lliI面より 1= で"

.r'f'fl
I:""

関'-，r;·t; r

..

「J・ a

且上の翠:r.u.且 71: 克とした.

3・8 倒臨jl! t: 雷管とその発火回路

圏諸i!: 1:. t;li!盆が大きしその火族学酌盤状のよ〈研

究されている単体燭裂として紛状の<'千..，

(PETN) 毛・ Jlh -f.:..(.1 _0. 叫白乱回〉

雷普弘一定電波値による発火舟聞が m;.; 終る"け恒か

し且，寄ーなものを特別に R題して周 νた.

慣管のJ!火凶忠告は冒 '311' 達也 U-1"脚"の短絡噂

iこよる〆イズの発生を極力少な〈寸るために閃 8 にjj'.

寸釦会ヌー"“飲電団指令J肌 ·f;;，.

したltl. l!I畝£lj飽で検出されたノイズの電.EEl.!.31

IOCm¥' 間滋激的 ~CKC のものでるる.ニれは館発

のPJ 3). ，ヨ"の完全. >tI!.術援に関連して完全主

ずる電信証包によるものて tなかろうか. H.Kolsky

も隠織な!l1l"認のて γる.これ!こ贋ナる実 ."at

て出 EZ- 稽告する.

H.Kolsk)';Nature173T.:(1 写::..)

3 ・ 7· 't- ・ゲージ

図3 の，0;，'，ゲージは，品の漫沼会有効に蹴倒し

JLIII 度前償"符うために S， と同盟のゲージ令測定

Inゲー，/2ヒ会〈問織， Jlll'"写真 3 のAのようにしたも

のを供 Z主体打込みの阪に lOx IOx Z) cm の~，.，'''''中

に温め，欧 t< 筆生せるむのを扇 νた.写実 6 がそれで

ある.

3·7 ・.. ¥-;;の組込み位 111 及び盟灘位置

障調より所健の距躍において，斗ll\方向とそれに iii

角な問問万肉の亜が測れるように忠治んに.向陽や平

復におもても "iii l'や歯げ応力の zーを逮げるため v

-:;は会器商函の中心街 iこ来るように温;;.んに.

.j 録提供鉱ではその妥さにより 5ごem 威信 1民em

rdl 9A tこ湿迅んに.

b) 平光仮ー平向阪では3t' cm· 5- ::cm ・8Cc m・ 11~(:m

〈平丸&:ニ..なし).

e) 問III ・ m窃で.主下冨よりにCe m の温心"章ん

に水平 3面白二.1 1.' て 3ご<m ・=・ S:C mｷIl;:an(I "i窃に

"なし..斜ぬよ lユ日 cern (田署). 14 ::cm【食糧，.

d) i' セヨ:.' )"爆 ilヨ究用車苫体では関乳の III 克

仁よる益百の子宮島 4甘みるために，下畜よ町 10- αn の

水守直において. ，明 l-\e-絞か笛止双山ニれにil[ ~1 なJJ

周 8 官11m 火回路

(JI::'''/

ーベザイ I!

一"一

¥¥~J
......".-一戸

内 d島 重守 ...

国 7 ゲジ，.ぴ裳..⑤の I'" ま
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:(J石完伎の自究 (m 3.fQ) 27

は前述した. (¥)式。三また次のようにぷねされる.

d~ヤ=R·Ig·sinω t..................(2)

R..ｷR:
ζ こに R= ::"::• IgsinωtR.A+Ry'-W

dL
-H:ｷ-J:

E. 与 E.sinω/=£ ，

1lD~~入力。主出力と岡らとなる.

..OJ: の大きさは， 1 了~__'-..、
{ω OR)' ω 011 ‘.'

ぅ 4条件で

R. ，電
", OJ: VI3+TEOEH戸/rliP..~ "~J dEl巴E-

-;(回 E

1α3 1 毛 1

C.SO 2 2.23

国 9 図 10 0.10 10 ¥0.05

0.05 '"
20.05

則包内留 1低抗 Hを持った凶路とみな寸ことが出来

る. \-ま， ζの凶路に Cなる容及"i'~~したとずれは

図10 の釦さ E蹄由民形成ずる.

この回!.I Iζ 蹴ては(' )弐が f~ られ，この一段解'"

(.)弐である叫

dE. , I"l
-一一+ ':'::'£0=一~..·Ei......(3)(It .CR_U CR

E.=re-:/O R+ユー• _. OR

~-lie十l町d1 ..................(4)

~';t ， スカ電庄町はE， """E.siotclで渓わされ

るからい〉式!こ代スして

品=re.-I{CR+主旦.-• • .OR

!

1

1-寸

{ω011)'

1 sin(何 tδ)..................( 5)
ω

乙己 1<: δ=tan- 1ω OR

こ二に;t H"C ， ω OR が相当大さも場合は定常状回

では

む

〉

た

6

し

(

分

〉

崎

明

w

-

T

日

明
山

(
日九
ジ

5

4

一

，
と

寸

t
u
十

時

1

一
ω

d

円
相

川
会

一

品

力

問

'
咽R

r
川

山
E

U

正

C

I

E

え

に

一

日

=
畑
道

E

蜘
る

り

な
な

と
と

の

--,- 1
一一一一一云一一一ー. 0=0
〈ω 011)' ω 011

とず￡り

従って ω 011勾'.1 以下ならば 0_5~; の精度で PI !JI.

可銘である.

上!l1J'l古 1b. fIS.

ω CR=2 ;r J CR:iiO.l

0.1
f正一一-2;rCR

警務等の実験条件では

R~曲O.C=1 曲x10 巴1­

r，王2.7 xl01/(C

ニの fの値よりナれ<:著者等の突験結果で l .i ::,:KC

以下であったから問題はない.

4・2 ゲージの長さと読穫の広幅速度aこよるもの

長さ t なる線を速さT なるm!重が沼渇ヲる時間"

I ,
(1> ゲージ 5-21 では I-amm， r・‘~，!ANm !I(実

刑町線}

(=8ml 叫'4 ，OOOm/s=2 x10-6sec

f=-i-4X102KC
2X10-1

l:I領しうる由形剖@たるめに協定可能な陵高対i!I政

令その a，"とみてむ f._50KC となる.

(2 > グF ジ 5-11 でi主 '~15mm， (I) と同怯lこ

して f，.-2ふ6KC.

(1).(2) の鶴男医よりみても，著者等の笑裁誕闘で

"間四:訂品、.

毛・3 装置E誌によるもの

ゲ -;iU·m途のように7"νダイ子管;~liで裳浴して

あるから，プラルダイト側諸の柑Jさによる影聾1.'~え

てλた.即%聞11の釦〈鋳;;1忽"'アラ，、.，.ト餅柑の

27



28 ヱ議 :k 1s/j‘会包箔】 8 ~ in I 宕

長住之考えてゲージの陣織 iこ関十る綴担此温 Ui- :etぺて

みた.

(..11:(111)

自民
使mしたアタルダイ子樹!Ilの十ングギ及 r} \'I':!lt lま次

の釦〈である o (nP" グによる〉

.,. ;/Y唱 £=3 .5 -2 .5 xlO-'kg/cm~

m 度 ρ=l.2g!cm'

縫って侯Iiの伝宿速度は s.岨』むSDC叫'.平均

S.岱Xlm s~ヒ十る.

2l 2><3
t.=-~-= .ftA- mヌXJOm5

・ 1曲噌

=12><10 、ec

J掲=1/f.=83.4KC

従って尖筏.，遊 Zても処KC 位ail孟院EUなh ‘

4 ・4 壇込;，ゲージのl'!1<臨時径の史民

夏に y- ::~台前注の寝込用グージの影〈写真 ι 》で

モルタル中r担よるんで，これに外部より際観閥滋~の

..世E交を加えた場合の7'- ;;の迫田/$令みるための国

"Illさ刀法で次の実般を待った.

グーずは払状 1国.'3∞mOl e固有復畠世的 6.5KC)

の-eo......." ，，0.4ゃに庖込み水中農生したものぞ. ::::I:..''''lI

"容の鮫前盤係訟時定"・ 3 の震節子上に費さ，寂勘

子に突き安2:i~1)各 h電車窓の護憲翠置をおむその滋翼去

をモルタ~..のゲージでどヲタプヲプして盆短調* .,

シ回スヨープで姐修した. :;C~零時の行った埋磁実績で

の琵援のl'l li世11 2- 10KC の程度であるので ]-10

KC の各 IKe 毎の媛~"Qtての実態結果の芯売54r写

真円こ示した.

この突聴の正問では各氏l!l l設の波形。主経似影であ

り，滋形の埠阻位'"一応仰題とナる粧のことはなかろ

う.帥幅臨h峨僚の都合上 IOKe が最高であったの

でこれ以ーとは町はなかった.

5 彊畿の伝播並に考揮

s·' 恋Ii形

5-1 ,\ 一次"供立体〈緑袋骨篠〉

臼長角修を木作より取り凶し. "':..';<~ート床 CI こ

砂を敷 L たよに*'平 iこ"“て実験した.

〈け録世 P，"の緩冨の中失に 6 .J} ~W を貼りつ"

て発火せしめたとさに得られた三塁 2去の一例ぞ円山こ示

した.ニれ 2憂さ二位 em の角鎗で陣湿ょの IDCc m

のゲージの Jl さの方向の護霊安収みである.

c

d

一時 II方向

周12 yージの刈，.ttll陪候 ')fS~権変

.-I:Jl銭 a

Rg 反動子

σ モルタ A島氏 SIt

IJ:J9 III 審

X 除健録す 7 シ u ，弘司ーヲ

" ストレツ ゲージ

C

合

>>>口⑪
D E

A

b
ト-ー~

0'3.3",$

図 13 綱録的防〈袋さ 265cm). 6 令官i1.

JUtより 1α)em での翠談。.)

a 会S発時J.) /f 7:

h 笠宮室 〈ε.)

'反併設

": T略反併設

(2) 1:ささ<DCc m の錠由偽紙で'"習菅でのられ

た各箆濯での語滋を写実 8に示した. ...11= 長さの方向

の歪穫。 ρ• 11.1 ぞれ=直角な円薦方 t宅の歪芝 2 (l ,>

である. "と句とi三位柚主邸付あるこれ暗却。ζ

見られる.

(3) 硲滋の再現性

28



お" .を畿の F 冗(，， 3 ・.，

〈ののタ:;.ぷこ鷲て宮守 1 鍵‘ニよる実験.， 31叫隠返し

各担iで偲られた;;iii>形?主.l!!管自体の鰻鬼の繊繍ゐ必

ずしむ関トで;日Lーが，写真8のらのと円んど限トで

あった.

〈‘ A' 予，ト 'R

:Jf.J( Sζ示した‘X抱m の銅匝托修 l で. .........g

'I.. 58 の場合の諮宣言.，写:!'t 91ζ 示した.ニの碕合以

来績より l~cm ゆと二ろで宙薪が創った句〈写実"の

J)そのたぬか E併奮の割冊以乱れてもる.

(5', .......1-, -:'子 10.

同じ~""'"子，ヲ予!C.のlIlfi.，写災10;二示したa

ニの吻合主末尾ユ 2個所出摂した. (写爽"の W)

(6) ....:，1予， ., 1-30K
別の角館【 I:' >， lOx1 6'Jc m) で A> ト!I， toJOg

で得られた ~li JLo 写実円。二店どした.このと~[玄米厄は

2町野明野した.

'， 1 ・2 二次A倹試体〈王手丸絞平戸}阪》

二次元侯沢体!::.停の til 複をタ干したのみで， t<'~.~Jl1

荷主り少し隠しておかれた降僚の上のままで策検し

た.

A 平丸筏

(I) 中タミの乳に.... Y")Iマト 3g ~入れ.世で lit

II した，ニのとき仰られた蕊穫の 1 倒令聞"に示し

た.これ t1 l1e;.:句3Cc m の子伊方向の菟 a (1,)

である.

1Q
丘、

描 b

ハr
一一・キ'f >l ;す句

,
0ｷ1.5IPIS

国14 '"丸札命、 y 、， .ト ~g.

姐簿:: l] 3Cc m でn翠;:t (f~)

0: JI 廃時のノイズ

1I: ~ tl (E. 、

"反射君主

この置.各要理で得られと亙U'i"写真 1;<1 こ示した.

い〉 ν子"ト国 g

........., :7t 国. "入れ砂で漢ll!した益出.，写爽

刊に示した この易会 l主慌舎実体 ι主写真"の主うに磁樋

3

しに

B 平内板

( ....y..， ヲ "R 令中央の瓦に λれ砂で w怪

し戸 各実翠で何られた主 ~fi" 写真討に示し三

<;;) ...:.'ト'予 ~-·8

;il.;::'砂で汗った.Mali写真山こ示しt. 保日体

は写実"のように感摘しに.

~·I ・d 三次元侠担体〈円喝 MS ・直方体〉

さ11;，じ供沢体で広少混血(~，IC.2:: g) の傷合 'lit

!!lな で樽警合しめ，磁績実践の場合のみ惨でさ I. 憶し

一'
A 円程 S

(I) ....ν トヲヲト 'R でm られた藷訟のー例

(5Cc m，ド径方向 '.J 金田"に来した.

a
l
』

F
U
庖
J

S
b O'2Sm5

一一一---<

ー一時 '1 方的

自 15 m~・，吋シト，ヲト ~R.

<ai<iょI) ~:cm での'"君主 (E~)

。 処発"のノイズ

b ヨi it (E~)

e 反併'"

まに， Aν ト， ト :!R 'C 各車建で符られど沼 fi'< 写

実出 ζ示した

(.. ...:-, t，タト l i;:~ft

このJIl合"砂てet;!!!lした.議 i副主写質 "1 こ示した.

供肘休 tふ写J( JO のAn (W!J1:lした.

B ftJ 諮

......."ヲマト g のと 3の盃設 :l !!J'J( F;:::.

示した

(:?) ....:，;-ト，ト....

砂でl)l略した. ;言語知念写袋内に示しに.供出外"写

真"の釦〈磁忠良した.

c ，広 1，体

遺ゐ体出口， "l::::J :.' t' 爆殺の農の;;l習の干渉.;.測

定 '!';., MS 直径に武て I:aWi乙τ庄信にU!まってあ

るので二ニで l::' f'}られ f，，;;;l!iのみを示す.写真犯は各

署l'削.........，ヲ.. &Gg.eu:崎 'm ，の 2 fl' MS 姐

肢の~!)楚霊安でその下舗にゲージの佼涯を示した‘写

29



30 ヱ葉大境協会芯箭 18 -'(f筋 l 紛

」ー

去を持品 It

。

飽~角 If Ir，

フ
1(I$'!#ｷ.!VII'''') -ノy句ー

てぜ 4
i'.I.

5

bメ
, ,

IL

川府
。

j'

1/ !。 企 a I''t...
1; ど

. . ぺ"リ"j. j
o ぺけリ汁 ja,

s

(II} 代".叶 za，S

一ギ

<f"'JJ}丘.包""判 前"，J.1，'J4:
Jも‘・

且

。 J 2 J 4 5

一斗

, 7 8

爽の左砲の読霊安時循引速度を迷〈して両ljの爆J!によ

る五唖を織挺したものである.右側のむの以禍引巡箆

を遮〈したもので， I とあるは翁 1 段の，~ッチイン

と共に掃引させたもので，第 1 段によ ωそのゲ- ;/>C:

の盃波をま T、し， I とあるは第 2段のスキッチ f ンと同

時に対引させたもので，そのグージ位悦こおける務 1

設の爆発による鶴存夜滋と宮 \2 段による建設が阻拙さ

れている.

これらの祭滋の写l'lょ η みて 5ms Ill!耐の ~IS 爆

訟でも，護滋の大~な宝鑑 :1 留められなも.

5・2 怒習の伝r.!.透度. I'J!安草食 滋長

盃留の伝福連盟!久ヒ述の藷滋の写み誌にて爆発による

ノイズよ η各ゲ戸，;までの到逮所要時聞や測定し C算

出した a

,

,
t
a
J

ミ
色
、
空
白
祖

周滋数は得られた盗設が定常望動でなrのが多γの

で，最初の藷滋の半JE授の舗を 2情したものより求め

Ie。

設長tま v-'"f·A より計雰しに，但し r 言語滋の伝描

速度， J 周波獄， λ 滋長。

5・2 ・ 1-次元供拭体

(I) ~n覧の伝播適度

組長角械に2tての呆時段級の師を岡山こ示した.進

行湿のみならず反射滋に総ても間定した.

瀦定は破壊を悼む広な γ官官及び段構 ?nつに A ン

ト B ヲ予ト ·20gt こ亘って行ってあるが，図の伽〈進

行政ら E射波も略 )db: l妥.tにある.

細長;11] 旅に ~C て j~ られたj1j滋の理皮 lよ電 -=3 ，eoo.­

勺lfXJ m/s である.

織心よりの!'II鰻

図16 鯛髭例降の支持組銭円〉
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" お

、

2
e
F

s

3

トittuH 帥“dn,,.2 ・ -(.11........‘
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。

... A' ・" .~ 綱- ••

•
兜

"
で
E唱
し
w
当
句
噌

h
u
，
‘
制
、
s
u
胃
-
R

扇のー史

(2)謹滋の }M~ I'< ・;;t俊・波長

相良戸 j開"ニ就て明暗 T， A Y トリット:l g'IOg での

諮放の周波磁・速度滋長官 k凶"に示した.また，組長

角線での周滋毅 fの覧車，による滋演を j""jQ (lb') 引

とナれほ，実験硲閣(，・ 23-7 氏除 m) では川崎 0.22 で

ある.

罷量
網

"

"

“

v

J

W

M

3宅石省

LI..l:Ui.主主 A

担比午ニ

‘ｭ4
・6
・〈

s ‘白川内.唾 μ，

角谷山崎におW る翌護の

.1111.PlIUi.~昆!!
留 19

••戸子ご I

:同日:!:・:zト←

Fzqs=z
•

tl..h且i!A
'

""幽

一40，....刊..・"叫
.."""....-・

←」
II"11ze

,,

む
を
」
、a
a可
誓

細長内陣における迩波の逮!t."並数，法袋

5・2・2 二次元供担体

平丸阪及び平角仮に双ての議習の遮度開護軍 a ・ 2室

長を国'"こ涼した.また 1-/0 (l/r)句と -J-tt!! II 岬

0.23 である.

掴17

" H S,,,'"
It'f:Hぺ;， '"け '"ρ

三次元 i熔Z定休に""る民沼盆&建設の府議数

~ MIll..ｷ.;!-k叫遺 j，

の( , )式に代入して短大盗を算凶十る.

5・3 ・ 1 一次元供間体

組Il角歯車?之さ封、じ慣管より A~ ト， .，ト 30B ま

での薬Eまで fij られずJ奮の様"による波浪の倒令国21.

"に示した~ ....:-'ト 9 ツ子'"以上で以その初度，織

品帖四時且l地検 'r :U fjt，鰻滋射近~哨ニ修正し

て引銀骨、て怨敵拠験;，字予う.そのように 1 つの担銭角

修てE脂汗勺た色の~5健々の問に示した.f号館袋角修

の破壊の状況は後出の図"に示しておも、た.

なは例えば図21におも・て官官のみの織合 4ぽ)Om 以

ょの距援での餐I主反al置をより求めたものであり. JC

A ン子， ? t- 5g のE毎回の:'.i g E~ の線の右寸に恒

か』臨で 5g fr とあるのは切慨を伴ったときの反 'al

~の宣歪である.このものの値よ吟，敏検に檎愛された

応力の提 IE も附議る.

(l)fr~ 匂【 1 1>-)" として e を求めると興院箆閤

(r_2 D-ーア以)e m) でl ;1， II ね __0 シザ 0.' である.

(') ε，IEr 1主契駄によってバラツィているが練れ

0.3-0.4である.

，.，・2 二次元供駅体
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園18 本丸艇 事例制圧におげる

盃設の温度 珂;!;fl: .j!聖誕
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s ・2 ・3 三次元自険抹体

(, ) 向鴎・円場にatての湿illの速度問滋磁 a店

長;，間"に;(，;した . f幽'io (1M匂とすれば句"'1'0.27

である.

(2)滋甜 i電と周滋:l

三次元自民際体における義姉00: 11't.£滋の崎君主重複/

&の関係を困却にjj;、した.. f_O (l}II' )n 。とずれは笑

験磁騎 (II'.. シ-l00g) で 11'......0.29 である.

，.，認の大きさの距般による以裂

写真鍛膨したヨ filMの般商依より tlE 9 を求め · ，・ 1
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平丸桜における駅前障と'"

(I) E,._Eu (1/1-)" とすれば引胡描範図心、..30

_lIOcm)·Ct t.摂ね!I _O. B-I. O でるる圃

(2) ε slE ，. は語表ね 0. 1， .-0.6 である.

(3) 平丸仮で{ま反射程支は以敏世とな匂ので a 反射

図n
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平丸仮平角叡での認と距離の国係を炎々 国 23 ， 24

に示した.
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細長何H;/討がする把般 A 詑国"
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(3) 円替における A ，予'フト 5， IC ,2O, 1回g

の際に得られた歪を国27に示した.

(..) E, =Eo (11，)" とすれ叫まは..実験直図(.-拍

-HOcm) で I:' n・1.5-1.7 である.

(:I) l・ IE ， I立町ヨ 0.4 -0 .5 でおる.

(6) 後薬盆と認

三次元 i用弐体に at て従軍忠男誌と賓の関係を/lll"に示し

たo E._C·Wn とナれほ拠昼食事 E閤(11' _5.....1 ∞.)で

は..・."となる.

(2)

務を臨'"の延長ょに取るの t日て趨当なのでとらなかっ

た.

5・3·3 三次元訳殿体

(1)角場でA.... 9，ヲト"のときの盈n露軍ドユ

よる誠意更を/lllおにま表した，

(2) 同じ〈叉， .......ト，ヲト 5， \0, ?J， π， I.

の際広wられたものを国261乙示した. 1'J奮はA ，ト，

d ト 70. でlal 、亀裂が入ったが凶方に{玄関れなかっ

たので更に 1叩g を覧捜して爆破したa

角待に'<It る III惨と恋鹿お

犯
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ゑ主主ムヰ

A陶圃

の形で示される鰻磁庄が作IIIしたとさ，燭心よりr の

医胞にある任窓の点における!t.位ポテνタャル'I'を 猟

Pr=P.e “. I孟o 1

Jう=οtくo J

〈ー】 爆破ι伴 lllil!i克μ3考祭

Sharpe1ll I三 -.1. 7 ，":'- 比 e・0.::;.精度，の等方

等質の県民に笠当った岩盤恥"'i!'を a の渇世襲策乱含

者え，その内冨白こ

かは，固体の符偉と11:_の脅さこよる

ものであるが，治右辺 a砲の・合，送需

使用される 'X 砲~_~kg 級度の鐙熟で

は爆君臨の極〈返傍では軍司 ll!i令形成 L

ても，それは2O- ~m の鷹羽・で iま荷

溜に近づ〈と考えてよもであろう

(2) l!四位置支

9略性限界を忽えて磁1t i: r-子うような

復調院の崎合に際性器の存在ナるニ&が

鋼噂の延住金嵐に震てはJI!められて L 、

るが・'.この爽基金でほ経妥角修 iこIt-，

"Jj(j階滋令含めた定時食健(l!: lOj. Ii住

1'" 作ったIll"!'形写異勾 I I~ ，等

x りして..腔した芭自 ι:111 盤""

存在1<留められなかった L

合成樹脂のような可也位よお νてさ

えふ爆裂による8lIIな1<'"磁織で 4孟磁'"された草分

の返'"でさえ帯会唖耳去のと主に見られるような侵\ll3il

が全〈冨められなかった主報じられて~. :i!:l l・'.

5 ・ ~'2 ill i!2形

<, )一次冗の組終的"において，質管，A.:.'t-'1

7 ト 5. 租度の;n訟は犬舎な圧縮に e遣いて則違，1lIの高

r滋安田勧があるが〈図 13 写真 8) 務吸が~<なる

と，どんどん高綱!1の>lIl分はな〈な q盃/ii;" 手袋軍師

なもの主なる. (写真 10 ， II) 二 lL;: 情滋鉱及。反射

'"白 ζおける磁援によって. j・怪~"" ·.."'-.1) -5 1'タミ

うためと考えられる.

<2) =次元供宜体でI:'， ..."",. 1..t g では続

安星怠闘な蚕!1が得られている. '目， 4，写真 12・，"

しかし泰司量の多‘時は非~~7.>~である.【写JlI3・

1~) 議援のj<νと引ム爆滋翁附近.-紋由を生じて銅

色~*""..f回の-J'Z'i.'失うこ&がー固であろう.

(3) 三次元供3礎体では寸ザ鑑で~l!'筏劃闘であ

る. (困 15. 挙実，....，ヲ7 これ.z一次元節晶こし録賞

が早γ二 H. 婦滋別館近では一宮;jllll~生・・てドるこ

とも二よると，£\i;れる.

".曙

+ 荷予

一ー内喝

,.“

壬

l-v -~4 世om s
(1+v)(1-2y)

白 z

r=J'ρ

•u••••‘3

J司 i'e
.
,
,

9

,
,

&なり測定した藷E去の温度は供担体の古連』こ噂L\-と

者えてよ I'.

(，】復調是枝

鍋壇に極〈近い部分・三草川ては密室滋令形成してh 、

るであろうが，同体内室・盟にItては寝泊也実践も個展

めてEし〈方喝到のlt~~j・I'.

緩手下，:) I~E掴の隠体にItて爆海;之極〈近P 、所のIf_

習を間程しているが，滋褒が忽遂であり. ，記m 内舛

で宙望Q'ζ近づ〈ニ&令繍L，. :IE路建。ニItては2:!mm

の庭園で 7，5OC'm IT得てγる.脅迫はその僅m，zも

よるが 4，9CC-5.，0l:由nit皮である. 【鍵要は T~I.

OJ ，o. 9~. 3lXlg) aif')は 7E 凶告にき走て Rankine­

HuyonlOI 式より ω:~ Gelex 爆薬"'t"Jfi~'た掻のIflO!

滋巡箆';'計算し，換算駆 . (~/(') ・4 自信近で n' 音速

に近づ〈こ之を総じている.

国体の中主 I伝"る応納波が世田聖書訟を形成しうるか否

.J '0 IJ~_"'''

""'-f!べ" .t l¥'"t1

園28 一次元自島氏体における援要盆&翌

5,' 盃l!iの伝揺.こ聞寸る得策

5・4 ・ I ~霊滋の伝褐適度

この興政で得られた>Ii!安の温度i孟筏ね%はお玄2∞

m. であった.似し臨むよりの度理はおem 以上に

Itてである。

供献体のそ1\;9 Jloolζ段て別に制定した隊創~νグ

自白，簡度， ¥7·，..，:.'比i主契股時において大絡次のよ

うであるから，これらの倒をffl~"c， 縦渡の適度を次

玉突こより計1<してみると，

｣=3.2xIO'kg ロザ ρ=2.28g/αが. y=0.24

34
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位縄Jl主り求めて νる.

φ uP.1 ρ; r= ，ー

(h-o)VL

キ戸時[(方 :)ー

S山+蝿師)] ..0.0...0..(I)

こ :.1こ"'， -1~5た々 角苔遺認定x<ぴ時間であ'.

.2腎鑑内の調位網mの伝鰭速度..示~'.

ω=21/ 2" ('30

T=t-(r-“),e

r={3J.1 Iρ}日

(I)式より茸依 u・i!AJ. a，'，議，-加月&r 1.-求めるζ

とが働司返る.よi!'← 1 の盗~の伝播速度で述内允遥

η，活物等の尚之体では蕊の速度。ま殉性緩窃のそれで

あるカら釦1arpe の湿舗が沼周出来るであろう.

臥H'oll!:>や伊鷹町は Sharpe の温iiI~Jfi~'て鰻訟

の聞の爆様毘の時間的変化と爆動こ伴う認の古形との

関係にItても酒泊約二検討して‘る.ニニでは伊露教

疫の計算品集金示す.

計知立は'白Sするが開29iこ示す鰻温度の苦影串，司

の際ムユ煩illより v の点で符られた遜ill形。.) Iエ図n

x<ぴ間別である. :Z-.♂等の突島ではこの 2つの鰻樋古

形が妥当と考えられるので相時摘する.

もし処務生成ガ，の!!l!妥三よる底力が密動圧と勾比

LI~る絡院のものであるならば1'(_1'， (hoot ・つの

をJ(芭付文康均の計'"も二れ.こよる〉主ならねばな

りおが，二の輿騎で縛られた~uJftより見て l't~l、
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ぷ «(-.I_t- 町の Mi11 .t叉. 'J唆i量の犠合は J'， _J~

r・e の方が辺当と忠ねれる.これより見て恐巡生成

グ実の伎が.が磁Ill.二直接の寄与をなす秘大さ〈鋭 r

ているとは考えられたー、

さ曾に審渚等がー次予 t. 二次 ::Ji.:.. 三次元の供抗体』ニ

舵℃得ず J霊E度形~ニれら鴎お .31 のそれ之比べてみる

と似かよったものも多弘、これらのニとより，盟底的

ではないが Sharpe のIi.がこの実践に ;b~ ‘て運用

されるようである.

s・ 4 ・3 ，霊の蕗 II.ζ よる滋渡

老翁等の三次元決試休 Aこ貧ての爽厳漉腿(，・

•

HCcm) では E_E.(lI()" としたときの"・1.5- 1.7

であった.

伊IUU，が Sharpe の盟諸を周いて，伺えI<1II位貨を

, .昔、潤

器の途跡四ml，の樋合. E，=E叩l一子l 瑚

立するとして計算した"のE震は表 2 の辺りである.

Do、 nil閣は剖11式よりは平均値として爆器開近で

は"・ I.' を報じ.実験よ III玄"・ 1.6-2.5 を得てい

る.これらの間二段ても Shape の翠a伽唱者篭の実

散とはItt!闘よ〈合致して1 る. (以下次引

一
"

PI_P.~\' (e- toI l土C~lJ 士竺的 _t- .，fV""i
v

a
j'r-P.~\' (t--:II''2_tV2fool)・

の ‘慌

I."l~

3 I.:'"

, I.~'"

I.,
" l.:，~

(I主】 ."Iま鍵麗波足きである.

2.6~

2.32

2.e:o

I."
I.ie

',aD

2.41

2.01

1.84

1.72

写 'It 目 '"(次号の分も a臨めて錫恕した〉

I. 挑験 J~

，.調鑓刷.~

3 埋込みゲージ f一二次鎗 f鳶;t ($;JU)

4 問 上〈三次'"偽総体 ID)

5 ゲージ組込書換状況 (MS 錫鶴瑚甑フJ体)

6. ,. t ーゲ』ジ

7.3:1:るみゲージのJaJi!定欽量， u，，，生{写 III 三院向き〉

S 編集剣惨 1 (IOxIC 誕 ';C':cm)・官舎で0建議【写

偲俗資向金 1

9 級長角隊【べ ν ト，ヲ~ tlgh翠君主〈米 IlialtD

10 細Jl角係 r (lOXIζx 276cm) ペシトりフト!C.

の笠議(本"磁断〉

" 個条例傑W (lOxIe 誕 1 6C cm) べ ν" ット 3~g

の歪捜〈喝、足磁断〉

12 不λ似，ペ ν トリ 7 ト'.の'"故

13 向よ，ぺ γ ト 9 '，/ト日 g の'"滋【偽試作儀鑓〉

¥4.)ド例似，ペシト U ヲト'.の翠君主

IS.li'il ..I:.ペシト '1 ト叩 g の歪 i波( fJ~ :t(体続捜〉

36

" 阿場，ぺ y ト官。ト 5g ;lj Mil史

17. R上，ぺ γ ト 9 ヲト 1日g の歪主主(偽 2実体舷婆〉

18 剣縛，ぺ Y ト"ヲト 10. の'"君主

19. 開よ，ペ γ ト，ヲト悶. f.>翠" (僻 E主体儀後)

お.疏方j.j;. MS 錫儀 (5ms. 各乳，、 γ ト，ヲト田.)

の""度

" 鋸n角線 1 (10)(lOx 毛偲 om) の~ミ尽の磁断状況

22. III 災例鯵 I (IOxlCx4 ∞em) ，/) ~lli の磁阪総記

お細長剣f.'1;) tlii 側近。磁裂状認〈写 mほ続再 H)

2"'.]ド角械の磁築状況
" 本丸艇の儀後状況

" 例場の磁裂状況

:n.rr~ ょ〈下街)【写 az; ￡傾向き〉

" 角場(I)の破婆''flO

29. 間上

"阿J"IJ li!1l!:状"

31 向上(:I] Iilは腕向会)

n 燭 iii 節分



ぜ: F 乏般の'"ヲセ 1 鋼，.. 37

2

討
雪
勾
官

室
霊
毛
妻

宅
三
毛
主
乏
4下

圃
き

F
3
3
1
a

FHi13
I判i十川

篠明き tf:!UA 自 Jr

37



38 エ葉大蕊，...会誌笥;; 18.-t!笥， 1it

7 寺 i藷;三十;十 i 三

。

ifJI4
z
z
v

•••••••••
・

5
2

之
、
J
I
-
-

副
一
仁
占
》
4
4
4
|ド

回
之
さ
5
ミ
〈

u
u老
亀

>

J

>>>,<

Fr‘

2

5

Z

4

b

z

i
?
1
2
7
i

島
6
2
4
E
S

4
3
d
-
1
ι
主
主f

‘
色
。

n

-
b
2
1
1

i

e

~

r

t

-

J

a

s

-

品

一

哩

司-

S

8

2

d
一

】d

w

d
時

、

一­一-...
II'!II'ET

t' .・・.......
~

‘­
B ・・・・・・・・・e ー冷ー

•••••
-eR62

e
、
i

牽
T4

wd誕‘
，、〉，、〉

J
一

ι
，〈、ニ
ず

ド |
‘
82

.
E

》
。

、
白
外
》
三
、

V
T
L
h
¥
f
l
4

円

ー‘zuzよ

f
i

一
〈
ラ
ミ

5
〉
一

一

E
E
t
i
-

-
'
さ

l
i
J
I
T
-
-

一
‘

h
a
s
-

る

7
4
3
1
2
1
7
J

一
‘

v
a
s
a

一
↑

1
1

十
I

-
・
・

2
&
2

7
7
2
f

i
-AZ22r

‘ZEe-g
;
一
〈
戸
〉
主

-
e
-

ミ

a
玉
、

一
三
『

i
l
i
-
-
r
i
l
l

-
-
民

b
q
-
a
-
-

一
l
i
l
l
i
t
-
-

-
'
a
E

‘
三
一
四

一
i

なi
l
l
i
t
-
­

-
a
h
p

・
・

E
色
、
吟

ー

一
ミ

i
a

〉

l

-
f
H
U

し
お
γ
三
三
了

'0 司ロ

38



~-l ti 電磁の罰ヲピ Uti 3 緑〉 '"••••••••••••
一
ミ
5
ミ
g
h

ま
↑
1
l

一
之
γ
i

↑
ム

一~
E
1

↓
一
言

E
L
l

-
E
t
y
-
-
P
I
T
-

-
j
g
l
f

一

一

i
J
〉
〉
〉
〉
〉
』

一
千

|
ι
3
1
1

ム

一
b
i
-
-
B

子
↓

一

ι
1
l
p

〉
ト
ー

一
三
一

l
J
L
l
l

予 、

"

iE・・・・・
Eトヰ i 千三万l

-
-
a
g

〉
ミ
よ
〆

1

『
l
e
a

・

a
E
2

7
1
f
f
l I 4 ] ;ヨ
EE;ij、 r" ， II:

己、 。

N
「池

内

。

39



40 コ S花火'" "師会包貧， l' 径貨> 1 沼

" "

i.e'."m."J-)

2ヲ

:0: ''i~，.!1i;，' 'J)

40


